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おしらせHOTコーナー 

       

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

      
  

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
映
画
会 

Q
４
月
３０
日
貍
　
①
午
前
１０
時
〜
②
午
後

１
時
３０
分
〜 

L
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル 

O
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
み
る
映
画
は
迫

力
満
点
！
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
カ
ー
ズ
」

を
上
映
し
ま
す
。 

N
幼
児
か
ら
一
般 

R
各
回
先
着
４００
人 

P
無
料
　 

J
中
央
公
民
館
蕁
９８１
・
１
２
３
１ 

  

東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
特
別
演
奏

会
„
エ
ロ
ー
ラ
の
「
四
季
」
“
Ｖ
ｏ
ｌ
．

８
〜
成
田
達
輝
を
迎
え
て
〜 

Q
５
月
２２
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢

崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
） 

出
演
／
成
田
達
輝
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、

東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団 

P
大
人
４
０
０
０
円
、
高
校
生
ま
で
２
０

０
０
円
【
全
席
指
定
】
※
未
就
学
児
入
場

不
可 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

  

第
１９
回
春
の
調
べ
「
こ
し
が
や
能
」 

Q
４
月
２９
日
豢
　
午
後
２
時
（
１
時
開
場
） 

L
こ
し
が
や
能
楽
堂 

O
仕
舞
「
高
砂
」
「
鞍
馬
天
狗
」
、
狂
言

「
附
子
」
、
舞
囃
子
「
羽
衣
」
、
能
「
百

万
」 

P
一
般
３
０
０
０
円
、
学
生
１
５
０
０
円

【
全
席
自
由
】 

販
売
所
こ
し
が
や
能
楽
堂
・
越
谷
中
央
市

民
会
館
ほ
か
　 

J
こ
し
が
や
能
楽
堂
蕁
９６４
・
８
７
０
０ 

  

奥
日
光
自
然
の
家 

夏
は
涼
し
く
避
暑
地
と
し
て
も
最
適
で
す
。 

Q
５
月
１
日
豸
〜
１１
月
上
旬
　
火
曜
日
定

休
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

L
奥
日
光
自
然
の
家
（
自
然
保
護
の
た
め

車
の
乗
り
入
れ
は
不
可
。
赤
沼
車
庫
駐
車

場
か
ら
千
手
ヶ
浜
行
き
低
公
害
バ
ス
で
約

３０
分
） 

N
５
市
１
町
（
草
加
・
越
谷
・
八
潮
・
三

郷
・
吉
川
・
松
伏
）
に
在
住
・
在
勤
の
人 

P
１
人
１
泊
１
５
４
０
円
（
４
歳
〜
中
学

生
７７０
円
）
食
事
料
別
途
（
現
地
払
い
） 

M
利
用
日
の
２
か
月
〜
４
日
前
に
宿
泊
料

を
添
え
て
学
校
施
設
・
給
食
課
蕁
９２２
・
２

６
４
３ 

  

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
　
水
と
緑
と
花
の

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ 

Q
４
月
２９
日
豢
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

L
早
稲
田
公
園
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
三
郷
駅

北
口
か
ら
徒
歩
１０
分
） 

O
草
花
や
苗
木
・
花
の
種
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

緑
の
募
金
活
動
な
ど 

J
三
郷
市
み
ど
り
公
園
課
蕁
９３０
・
７
７
４

５ 

■
５
月
の
休
館
日
 

八
幡
・
八
條
図
書
館
　
　
毎
週
月
曜
日
 

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口
　
毎
週
土
・
日
・
 

月
曜
日
・
祝
日
 

      　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
一
般
書
 

「
末
裔
」
 

絲
山
　
秋
子
　
著
 

「
自
転
車
冒
険
記
」
 

竹
内
　
　
真
　
著
 

「
忘
れ
ら
れ
た
花
園
」
上
・
下
 

ケ
イ
ト
・
モ
ー
ト
ン
　
著
 

「
ポ
リ
テ
ィ
コ
ン
」
上
・
下
 

桐
野
　
夏
生
　
著
 

「
ま
こ
と
の
人
々
」
 

大
森
兄
弟
　
著
 

「
夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う
」
上
・
下
 

藤
田
　
宜
永
　
著
 

「
四
畳
半
王
国
見
聞
録
」
 

森
見
登
美
彦
　
著
 

「
た
ぶ
ら
か
し
」
 

安
田
　
依
央
　
著
 

■
児
童
書
 

「
竜
の
座
卓
」
 

朝
日
奈
蓉
子
　
作
 

「
バ
ロ
ン
、
い
っ
し
ょ
に
あ
る
こ
う
！
」
 

大
島
　
ま
や
　
作
 

「
シ
ッ
プ
船
長
と
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
く
ん
」
 

か
ど
の
え
い
こ
　
作
 

「
ぐ
り
ぐ
り
く
ん
」
 

五
味
　
太
郎
　
作
 

「
は
る
ね
こ
」
 

か
ん
の
　
ゆ
う
こ
　
作
 

「
は
る
が
き
た
」
 

ジ
ー
ン
・
ジ
オ
ン
　
文
 

「
ね
む
く
な
ん
か
な
い
っ
！
」
 

ジ
ョ
ナ
サ
ン
･
ア
レ
ン
　
作
 

         　
４
月
か
ら
小
学
校
で
は
、
新
学
習
指
導

要
領
の
全
面
実
施
に
併
せ
、
全
て
の
教
科

で
新
し
い
教
科
書
を
使
っ
た
授
業
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
小
学
３
・
４
年
生

の
社
会
科
で
は
、
教
科
書
の
ほ
か
に
副
読

本
を
利
用
し
、
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
市

の
こ
と
を
中
心
に
学
習
を
進
め
ま
す
。
 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
使
用
し

て
い
た
小
学
３
・
４
年
生
の
社
会
科
副
読

本
「
八
潮
」
を
「
ふ
る
さ
と
八
潮
」
と
改

名
し
、
内
容
を
全
面
改
訂
し
ま
し
た
。
 

　
「
ふ
る
さ
と
八
潮
」
に
は
、
市
の
特
色

や
歴
史
、
産
業
な
ど
の
情
報
を
存
分
に
盛

り
込
み
、
児
童
が
よ
り
八
潮
に
つ
い
て
の

興
味
や
理
解
を
深
め
、
郷
土
に
愛
着
を
持

て
る
よ
う
工
夫
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
「
ふ
る
さ
と
八
潮
」
は
、
社
会

科
の
み
な
ら
ず
、
市
が
推
進
す
る
小
中
一

貫
教
育
の
「
ふ
る
さ
と
科
」
の
授
業
（
小

３
か
ら
中
３
ま
で
、
年
間
１５
〜
２５
時
間
実

施
）
で
も
活
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
八
潮
市
は
、
人
口
が
８
万
２
千
人
を
超

え
る
な
ど
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開

通
と
と
も
に
年
々
発
展
し
て
い
ま
す
。
児

童
が
こ
の
「
ふ
る
さ
と
八
潮
」
を
手
が
か

り
に
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
よ
り
暮
ら
し

や
す
い
地
域
社
会
に
す
る
た
め
に
努
力
を

惜
し
ま
な
い
人
間
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

       J
指
導
課
蕁
A
３
５
８
 

 
 
　個人、企業、行政機関などに対して、同和問題の解決に努力しているように
装い「高額な図書の購入強要」や「寄付金・賛助金の強要」などの不法、不
当な行為や要求をすることをいいます。 
　えせ同和行為の横行は、その不当な行為により、企業や行政機関のみなら
ず「国民の間に、同和問題に対する誤った意識を植えつけ、新たな差別意識
を生む大きな要因」となっています。これは、同和問題解決のために多くの人々
が積み重ねてきた教育と啓発活動の効果を一挙に覆す許されない行為です。 
 
 
 
　同和問題とは、日本の歴史の中で生み出された差別がいまだに残り、「同和
地区に住んでいる」あるいは「同和地区に生まれた」という理由で、結婚、就
職などの面で差別を受け、憲法が保障する基本的人権が侵害されるという、日
本固有の重大な人権問題です。 
 
 
 
　えせ同和行為者が激しい言葉で要求してきても、不当な要求は断固として
拒否をし、終始毅然とした態度で対応し、決して妥協はしないことが大切です。 
　その場しのぎの安易な妥協は相手に期待を抱かせることになり、同和問題
の解決を遅らせることになります。 
 
　本市を含む県東部で構成する埼葛１２市町では、さまざまな人権問題の解
決に向け連携して人権教育・啓発活動を実施しています。 
　その一環として、年度初めの４月を「埼葛えせ同和行為対策強化月間」と
定め、同和問題の解決の妨げとなっている「えせ同和行為の排除」を呼びか
けています。 
 
J人権・男女共同参画課蕁B８１１、社会教育課蕁B３５７ 

えせ同和行為を排除しましょう えせ同和行為を排除しましょう 

えせ同和行為とは 

同和問題とは 

えせ同和行為は断固拒否しましょう 

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
被
害
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
に
よ
り
、
催
し
が

中
止
さ
れ
た
り
、
内
容
が

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　昭和４７年１月１５日に市制を施行した八潮市は、平
成１７年８月のつくばエクスプレス八潮駅の開業から
５年が経過し、大きく発展しようとしています。そし
て、平成２４年１月１５日には市制施行４０周年を迎えます。 
　この節目を記念して、平成２３年度は、市民の皆さ
んとともに、各種事業を展開します。 
J企画経営課蕁A４７６ 

八潮市は市制施行 
４０周年を迎えます 
八潮市は市制施行 
４０周年を迎えます 
八潮市は市制施行 
４０周年を迎えます 
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行 
と って
み
た
い
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な
り
ま
ち 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 
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